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COVID-19ワクチンの副作用
日本における学会発表と世界における論文報告の現状：2023年末時点

COVID-19ワクチン副作用として
日本の医学会で報告された疾患名でPubMedを検索
（開催学会数134学会， 演題数447題）

総ヒット件数：3071報
→ 上位10疾患は以下の通り

http://cont.o.oo7.jp/51_3/p479
-521.pdf

内，総説論文：95報
→ 原著ならびに翻訳版を

以下のサイトで公開

http://www.mcl-
corp.jp/meditrans/rev
iew-articles/
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文献管理用プラットフォーム

前述の論文で取りまとめた計3071報文献増加分 計834報

COVID-19ワクチンの副作用
その後に発表された文献：2024年6月～現在

前述の論文発表時点以降，2024年6月より同じカテゴリにて文献をPubMedより収集

COVID-19ワクチン
副作用関連

文献データベース
（仮称）

医学翻訳特化型AI翻訳
誰でも閲覧可能（事前登録制）

→ 登録はこちら

http://cont.o.oo7.jp/51_3/p479-521.pdf
https://forms.office.com/r/NdXEk6mnSW
https://forms.office.com/r/NdXEk6mnSW


論文翻訳作成プラットフォーム：MediTRANS®プラス

MediTRANS ®は国立研究開発法人情報通信研究機構 (NICT) が開発した自動翻訳エンジンに、
正確に訳出された医学対訳データを大量に学習させた医学系コンテンツ特化型翻訳エンジン

この翻訳エンジンと生成AIとの連携を可能とした論文作成プラットフォーム「MediTRANS®プラス」
を近日リリースいたします．

お問い合わせはこちら

https://forms.office.com/r/N6kQbp9dCA
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日にち アクション

2023年11月29日 浜松医科大学生命科学・医学系研究倫理委員会の承認を取得

2023年12月1日〜
2024年3月18日

ICF（同意書）の取得、EDC（データベース）へデータ入力

2024年2月9日
大学病院医療情報ネットワークセンターへ登録

（UMIN試験ID：UMIN000053578 ）

〜2025年3月 PVSデータベースの統計解析、第一報論文を投稿

PVSレジストリ臨床研究の経過



PVS疾病登録レジストリ臨床研究の結果概要

研 究 課 題    ： 新型コロナワクチン接種後症候群

 患者レジストリの構築と実態調査

研究計画書番号 ： JSVRC2023-01

UMIN試験ID ： UMIN000053578 

共同研究機関 ： １５施設 （１６人の共同研究者）

登録症例数 ： ２７９症例

https://center6.umin.ac.jp/cgi-open-
bin/ctr/ctr.cgi?function=brows&action
=brows&recptno=R000061139&type=
summary&language=J



【PVSデータベースワーキンググループのまとめ】

➢ “PVS（ワクチン接種後症候群)”について、疾患データベース
（PVSレジストリ）構築の事業を完了

（最終登録症例数：２７９症例）

➢ 「診断基準」および「診療ガイドライン」作成に向け、基礎
となる臨床研究が完了した

➢ 統計解析、第一報論文の初稿が完成
３月末までの投稿を目指し、論文のブラッシュアップを進めている。
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SARS-CoV-2（武漢株）のSタンパク質または
Nタンパク質を定常発現した細胞を樹立した

陰性 ワクチン接種後症候群
（PVS）の疑い

新型コロナ後遺症
（Long-COVID）の疑い

Sタンパク質 × 〇 〇
Nタンパク質 × × 〇
内部標準 〇 〇 〇

Sタンパク質定常発現細胞 Nタンパク質定常発現細胞

Sタンパク質とNタンパク質の定常発現細胞は検査時の陽性コントロールとなる。



親株（コントロール） Nタンパク質発現細胞 Sタンパク質発現細胞
抗
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Sタンパク質の免疫染色



明視野像（位相差） Sタンパク質（緑色）

Sタンパク質の免疫染色

今後、これらの細胞を用いて、腫瘍切片等での免疫染色の条件決めを行う。



【他国の状況】
Sタンパク質などを検査する会社がドイツで立ち上がった

https://inmodia.de/en/

https://inmodia.de/en/
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新型コロナ感染後急性後遺症もしくは
コロナワクチン接種後に発症した
筋痛性脳脊髄炎・慢性疲労症候群

（ME/CFS）の症例に対する
ビタミンD補充療養指導のランダム化比較試験

現在臨床試験を行っております



2024年10月4日第36回日本神経免疫学会総会（抄録）
https://jsvrc.jp/241004gakkaihappyo/

2024年3月28日 厚生労働省記者会見 
https://jsvrc.jp/kaiken240328/

https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2024/10/1003%E3%80%80%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E7%B5%8C%E5%85%8D%E7%96%AB%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E7%94%A8%E3%80%801018.pdf
https://jsvrc.jp/241004gakkaihappyo/
https://jsvrc.jp/241004gakkaihappyo/
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https://jsvrc.jp/wp-content/uploads/2024/10/1003%E3%80%80%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E7%B5%8C%E5%85%8D%E7%96%AB%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E7%94%A8%E3%80%801018.pdf


臨床研究の詳細情報（臨床研究等提出・公開システム）

https://jrct.niph.go.jp/latest-detail/jRCTs041240135

https://jrct.niph.go.jp/latest-detail/jRCTs041240135


臨床研究への症例登録状況
（2025年1月12日現在）

↑今回の臨床研究についてHP
からもご覧いただけます

↑現在クラウドファンディングを
行っております。
（2025年2月末まで）

https://jsvrc.jp/study2024wi/
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